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　Abstract

Ceratothoa oxyrrhynchaena Koelbel, 1878 was 
found in the buccal cavity of blackthroat seaperch, Do-
ederleinia berycoides (Hilgendorf, 1879) (Perciformes: 
Acropomatidae), from the Kashima-nada Sea in the 
western North Pacific Ocean off southern Ibaraki Pre-
fecture, central Japan. This represents the first record 
of C. oxyrrhynchaena from Ibaraki Prefecture, and the 
species is briefly described. While only eight fish were 
examined, four (50%) were infected by C. oxyr-
rhynchaena.

　はじめに

ヒゲブトウオノエ属等脚類は，海水魚に口腔に

寄生する外部寄生虫であり，しばしば水産上重要

な魚種に寄生する．現在，わが国からは 7名義種

と 1未同定種が報告されている（山内，2016）．

本属の 1種，ソコウオノエ Ceratothoa oxyrrhyn-

chaena Koelbel, 1878は，19世紀後半に日本産標

本に基づいて新種記載された（Koelbel, 1878）．わ

が国では 3目 5科 7種の底魚が宿主として知られ

る（Yamauchi, 2009；Yamauchi and Nunomura, 

2010；岡本，2011；布村，2011；Hata et al., 2017；

山内・柏尾，2018；長澤，2020）．本種の分布は

他国にも及び，西部太平洋のオーストラリアのほ

か，インド洋の一部である紅海（スエズ湾），更

には地中海沿岸のイタリア，フランス，チュニジ

ア，アルジェリア，クロアチア，北東大西洋沿岸

のモーリタニアからも報告がある（文献は Horton, 

2000；Yamauchi, 2009；Martin et al., 2013, 2015 を

参照）．最近，わが国における本種の知見が集約

された（長澤，2020）．

本論文の第一筆者は，共同研究者とともに，ヒ

ゲブトウオノエ属を含む日本産ウオノエ科等脚類

の分類・生態学的研究を進めている．今回，茨城

県 沖 の 北 西 太 平 洋 で ア カ ム ツ Doederleinia 

berycoides (Hilgendorf, 1879)を漁獲した際，その

口腔にソコウオノエの寄生を認めた．本寄生虫は，

近隣では福島県小名浜沖（Yamauchi, 2009）と相

模湾（Thielemann, 1910；Nunomura, 2006；Hata et 

al., 2017）から採集されているが，茨城県からは

未報告である．そこで本論文では，茨城県初記録

として，寄生状況とソコウオノエ標本の形態を報

告する．

　材料と方法

本研究で調べたアカムツは，2020年 3月 19日

に本論文の第二筆者が自ら釣船に乗り込み，茨城

県南部沖の鹿島灘にある「寒猫根」（かんねこね）

と呼ばれる漁場（35º54′N，141ºE 付近，水深

140–150 m）で釣獲した 8尾である．漁獲後，そ

茨城県鹿島灘産アカムツに寄生していた
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れらを冷蔵で保持し，被寄生魚の全長（TL, cm）

を測定後，口腔から寄生虫を摘出して冷凍標本と

した．後日，水族寄生虫研究室において，この標

本を解凍後，形態を観察し，ソコウオノエに同定

した．なお，寄生虫を摘出する際に，1尾のアカ

ムツの鰓弓上にソコウオノエとは異なる小型のウ

オノエ科等脚類（体長 9.4 mm）を見出した．こ

の個体については別の機会に報告する．標本は

70%エタノール液，一部は 99.5%エタノール液

で固定・保存した．これら標本は，日本産ウオノ

エ科等脚類の分類学的研究のために，現在，第一

筆者のもとにあり，研究終了後に茨城県つくば市

にある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コレ

クションに収蔵する予定である．本論文で述べる

魚類の学名と和名は中坊（2013），ソコウオノエ

の形態を記述する際の用語は下村・布村（2010）

に従う．

　結果

検査したアカムツ 8尾のうち，4尾（寄生率

50.0%，32.0, 26.0, 24.0, 23.5 cm TL）の口腔にソコ

ウオノエが寄生していた．他 4尾は全長 20 cm前

後の小型魚で，寄生は見られなかった．ソコウオ

ノエは雌雄一対で寄生し，雌はアカムツの舌上，

雄は口腔後部で雌の体後部付近に寄生していた．

ともに頭部を前方に向けていた．

ソコウオノエの雌（Fig. 1A–D）は抱卵個体で，

体長（頭部前端から腹尾節後端）31.5–42.2（平均

36.7）mm（n = 4）， 最 大 体 幅 12.7–19.4（16.0）

mm（n = 4）．体長は最大体幅の 2.13–2.48（2.31）

倍（n = 4）．頑丈な体で，第 4–5胸節で最大体幅

を示す．頭部はほぼ三角形で，前端部は栗形．眼

は比較的大きく明瞭．第 1胸節前隅部は前方に突

出し，先端は眼付近に位置する．各胸節の体高は

Fig. 1. Ceratothoa oxyrrhynchaena. Ovigerous females (A–B, D, 42.2 mm BL; C, 34.7 mm BL) and a male (E, 22.9 mm BL) from the buccal 
cavity of blackthroat seaperch, Doederleinia berycoides, from the Kashima-nada Sea in the western North Pacific Ocean off southern 
Ibaraki Prefecture, central Japan, frozen-thawed specimens.. A, C–E, dorsal views; B, lateral view. BL: body length. Scale bars: A–B, 10 
mm; C–D, 5 mm; E, 10 mm.
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高く，第 4胸節が最も高い．第 4胸節が最も長い．

胸節後隅部は丸い．第 7胸脚は著しく拡張した基

節をもつ．各腹節は短い．腹尾節側縁は緩く曲がっ

て後端に向かう．尾肢の内肢は外肢より少し長い．

ソコウオノエの雄（Fig. 1E）は，体長 15.8.–

22.9（平均 18.6）mm（n = 4），最大体幅 6.4–12.5（8.4）

mm（n = 4）．体長は最大体幅の 1.83–2.50（2.30）

倍（n = 4）．雌とほぼ同じ形態を有するが，体高

はやや低い．

　考察

今回，茨城県鹿島灘産アカムツから採集され

たソコウオノエの抱卵雌標本は，隣県の福島県沖

のアカムツに寄生していた同一種の抱卵雌の形態

学的特徴（Yamauchi, 2009）に一致した．また，

雄標本も福島県沖から得られた雄の外観

（Yamauchi, 2009: Fig. 1F）に極めて似ていた．また，

土佐湾産キダイから得られたソコウオノエの形態

学的特徴（長澤，2020）とも一致した．特に本種

の成体雌は，第 7胸脚基節が著しく拡張し，第一

胸節前隅部が前方に突出し，その先端が眼付近に

達することが顕著な形態学的特徴であり（長澤，

2020），今回採集された標本もこれらの特徴を有

していた．

本論文によって，茨城県の鹿島灘がソコウオ

ノエの新たな産地として追加された．この寄生虫

は，わが国ではアカムツを含む 3目 5科 7種の底

魚に寄生することが知られ，アカムツとキダイ

Dentex hypselosomus Bleeker, 1854からの採集記録

が多い（長澤，2020）．アカムツは日本各地で漁

獲対象となっている重要な水産資源であり（山田

ほか，2007），本魚種への寄生はこれまでに福島

県沖（Yamauchi, 2009），愛媛県沖（Hata et al., 

2017），山口県沖（岡本，2011），島根県沖（山内・

柏尾，2018），富山湾（Yamauchi and Nunomura, 

2010）から知られている．今後，他水域のアカム

ツを調べることによって，わが国におけるソコウ

オノエの地理的分布を明らかにすることが望まれ

る．

前報（長澤，2020）で指摘したように，ソコ

ウオノエの寄生状況に関する知見は極めて限られ

ている．山口県沖の日本海で漁獲されたアカムツ

589尾を調べ，僅か 1尾（寄生率 0.2%）に寄生

が見られたとの報告があるのみである（岡本，

2011）．これに対し，上記のように鹿島灘のアカ

ムツでは高い寄生率（50.0%，8尾中 4尾に寄生）

を示し，被寄生魚は大型個体であった．山口県の

事例では，検査魚が底引き網で漁獲されたため，

曳網中やその後の作業中に寄生虫が脱落した可能

性があり，自然状態の寄生状況を示していないこ

とも十分に考えられる．今後は，宿主の漁獲方法

や漁獲後の扱い等に留意し，アカムツ等の底魚に

おけるソコウオノエの寄生状況の把握が求められ

る．また，鹿島灘産アカムツの検査尾数は僅か 8

尾であったため，検査魚を増やすことにより，信

頼度の高い寄生率を求めることが重要である．
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